
別紙１ 「変更契約の考え方」

　（例）当初契約年月日：令和○年4月1日
　　　　当初契約金額：99,000円（うち消費税額及び地方消費税額9,000円）
        ※税抜き：90,000円

※各月
給油日
の直近
の価格
とする。

4月28日発注

(第1回基準日)

5月10日発注

(第2回基準日)

4月1日

(当初契約)

差額(△2.4円)

変更契約なし

差額(＋4.8円)

変更契約あり

7月4日発注

(第3回基準日)

差額(△3.2円)

変更契約あり

直近の卸値月日

(第1回変更契約遡及適用日)

発注日以降適用

8月30日発注

(第4回基準日)

差額(＋4.5円)

変更契約あり

直近の卸値月日

(第2回変更契約遡及適用日)

発注日以降適用

直近の卸値月日

(第3回変更契約遡及適用日)

発注日以降適用

変 更 契 約 金 額 の 算 定 方 法
※ 以 下 の デ ー タ は あ く ま で 例 示 で す 。

（ 例 ） 当 初 契 約 年 月 日 ： 令 和 ○ 年 4月 1日
当 初 契 約 金 額 ： 99, 0 0 0円 （ う ち 消 費 税 額 及 び 地 方 消 費 税 額 9,0 0 0円 ）
※ 税 抜 き ： 90, 0 0 0円

（ １ ） 第 １ 回 基 準 日 （ 4月 28日 ） → 様 式 １ （ 元 売 り 仕 切 り 値 変 動 状 況 ） 及 び 通 知 写 し 提 出
判 定 方 法 ： 当 初 契 約 後 の 価 格 変 動 は 「 」 の た め 「 」2 . 4円 減 ＜ 3. 0円 変 更 契 約 せ ず

（ ２ ） 第 ２ 回 基 準 日 （ 5月 10日 ） → 様 式 １ （ 元 売 り 仕 切 り 値 変 動 状 況 ） 及 び 通 知 写 し 提 出
判 定 方 法 ： 当 初 契 約 後 の 価 格 変 動 は 「 」 の た め 「 」4 . 8円 増 ＞ 3. 0円 第 １ 回 変 更 契 約 締 結

＜ 変 更 後 契 約 金 額 ＞
[ 円 （ 当 初 契 約 金 額 （ 税 抜 き ） ＋ ( × )円 ]× ＝ 円 ／ キ ロ リ ッ ト ル9 0 , 0 0 0 4 . 8 1 , 0 0 0 1 . 1 1 0 4 , 2 8 0）

円9 4 , 8 0 0

（ ３ ） 第 ３ 回 基 準 日 （ 7月 4日 ） → 様 式 １ （ 元 売 り 仕 切 り 値 変 動 状 況 ） 及 び 通 知 写 し 提 出
判 定 方 法 ： 第 １ 回 変 更 契 約 後 の 価 格 変 動 は 「 」 の た め 「 」3 . 2円 減 ＞ 3. 0円 第 ２ 回 変 更 契 約 締 結

＜ 変 更 後 契 約 金 額 ＞
[ 円 （ 第 １ 回 変 更 契 約 金 額 （ 税 抜 き ） ＋ (△ × )円 ]× ＝ 円 ／ キ ロ リ ッ ト ル9 4 , 8 0 0 3 . 2 1 , 0 0 0 1 . 1 1 0 0 , 7 6 0）

円9 1 , 6 0 0

（ ３ ） 第 ４ 回 基 準 日 （ 8月 30日 ） → 様 式 １ （ 元 売 り 仕 切 り 値 変 動 状 況 ） 及 び 通 知 写 し 提 出
判 定 方 法 ： 第 ２ 回 変 更 契 約 後 の 価 格 変 動 は 「 」 の た め 「 」4 . 5円 増 ＞ 3. 0円 第 ３ 回 変 更 契 約 締 結

＜ 変 更 後 契 約 金 額 ＞
[ 円 （ 第 ２ 回 変 更 契 約 金 額 （ 税 抜 き ） ＋ ( × )円 ]× ＝ 円 ／ キ ロ リ ッ ト ル9 1 , 6 0 0 4 . 5 1 , 0 0 0 1 . 1 1 0 5 , 7 1 0）

円9 6 , 1 0 0

※ 以 降 、 発 注 の 直 近 の 変 動 状 況 を 基 準 と し て 変 更 契 約 の 有 無 を 判 断 す る 。


